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積が約 10- 16 .程度であることが示されている。
(3) レーザーアプレーション効果を単一レーザーパルス照射による場合と複数のレーザーパルス照射による場合と
に分けて考察し、両者において同様の効果が得られることを見い出している。
(4)コラーゲンを試料としてレーザーアプレーション実験を行い、約 200nm の加工分解能を実現している。また、
レーザーアプレーション効果と 2 次の非線形光学効果との強し、関連も明らかにしている。同様の実験は、人工的に形
成した細胞膜を試料とした場合にも行われている。
(5)数百 nm の領域でのアプレーション効果は、生きた細胞に致命的な傷害を与えることなく、細胞内カルシウムイ
オン濃度の上昇を誘起できることが初めて示されている。この結果は、レーザーによる生体活動の制御の可能性を示
している点で特に重要である。
以上のように、本論文では、フェムト秒レーザーと物質との相互作用について理論的・実験的に解析し、その医学・
生物学分野における応用の可能性について述べている。本研究で得られた成果は、回折限界を超えた領域での非線形
光物理効果を生体内で誘起するための様々な知見を与えている。また、レーザー光による生体活動の誘起は、本研究
により初めて見いだされたものである。以上の内容は、応用物理学、特に非線形光学、バイオフォトニクスに寄与す
るところが大きい。よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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